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<翻訳>

叙事詩の宗教哲学

-Mok伊dharma-parvan和訳研究(XXIX)1_  

茂木秀淳 信州大学教育学部社会科学教育講座

キーワード:善(sreyas)，王の解脱，家長期の解脱，ナーラタ:アリシユタネーミ

[276章]((Dム287章， C.I0553・10611，K.293章)

ユディシュティラは言った。

(1) もろもろの聖典の真理を知らず，常に疑問をもち，決心のつかない者にとっての普

きこと (sreyas)(とは何か)を語るぺし，祖父よ。

ピーシュマは言った。

(2) 常なる師匠への礼拝2 長老に3近座すること，そして学問の聴聞が，変ることな

き4善きことであると言われている。

(3) ここでも人々はこの古語を例として語る。ガーラパ仙と神仙ナーラダとの対話を。

(4) ガーラパ仙は，迷妄と疲労を離れ，知識に満足し，感官を制御し，善を欲し，自己

を制御した5バラモンであるナーラダ仙に言った。

(5) 世間において，また人々の間で久それによって人が尊敬されるさまざまな徳性

(gu~a)，そのすべてか確固として貴方にある (bhavatyanapag加)と私は見ている。

(6) そのような迷いなき貴方は，長い間迷い，世間の真理を7知らぬ我々の疑問を断ち

切るぺし。

(7) このように為すべき事と為すべきでない事を知る者には知識にかなった伊訟に)

行為 (prav.ftti)があろう。我々は何が為すべき事か決めることはできない，それを貴

方は語るべし。

1本稿は R叙事詩の宗教哲学-Mok~adhanna-parvan 和訳研究 (XXVlll)ーJ (信州大学教育学部研究論集第3号
2010年7月pp.165-178)に続くものである。略号などは前稿に準ずる。
2gurup町五 Cn. gurupuja， isv紅eceta4prlllJidhanam I (guru-puj亙とは.自在神に専心することである)
3vrddhanarp Ca. vrddhanarp. jn亙navrddhan互m/(vrddhaとは.知識に長じたる者たちである)
4kutastharp Ca. kutastharp， san亙tanarp，即時sram酎yasadharal).yam I (ku卵白aとは，常の，ということであ
り，あらゆ生活期に共通すること.ということである) Cs. kutastharp， pradhanam I (kut出血aとは，根本物質(?)

である
5p' jit亙tm亙narp D.，K.: yatatmanarp 
6p'，K.: nr~u D. mune 
710katattvam Cn. lokatattvam，五回ay亙thatmyamI (lokatattvaとは、アートマンのあるべき姿である)
8p. k亙ryakaryevijanataり D.，K.: kむy亙早亙m avise~ataり
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(8) 尊者よ，生活期(の規定?)は九「これがすぐれている。これがすく・れている。」と

様々に広がっているが10 すべて，個々の振る舞いを示していない。。

(9) 一方(旬)，聖典と共に出発した11これらの聖典を称賛する人々12 そして自らの聖

典に満足した人々を13見ても，我々は(彼らに)善きことを見ることはない。

(10) もし聖典が一つであれば，その時には善きことは明らかとなろう。聖典が多いため

に，善きことはますます洞穴に入ってしまう。

(11) このために善きことは私には混乱して14現われる。それ(善きこと)を私に語るぺ

し。私は近座した。おお御身は教示されたし。

ナーラダ仙は言った。

(12) 四種の生活期はそれぞれ正しく構想されている，息子よ。汝は(そのすべてに)依拠

してそのすべてを観察すぺし，ガーラヴァ仙よ。

(13) 汝は，それら生活期のそれぞれについて，順次(tatastat油)，様々に広がった15種々

の形の徳性 (gUl).a)の教えを16見るべし。それら(生活期?)が，汝を正しく意図された

もの (abhipretam)に導く17のである。このことに疑いはない。

(14) このように生活期の最高の目的(gati)を正しく見つつ (?)18。しかし，正しくこの上

なくすぐれたもの (yat)は，疑念なきことを本性としている。

(15) r:友人への好意(anugraha)，敵の制圧(nigraha)，そして三種の目的の瀦号(s叫19raha)

は，善きことである」と賢者たちは言った。

(16) 悪しき行為の停止，常なる善の性向，そしてよき人々とのよき行為は，善きことで

ある。このことに疑いはない。

(17) あらゆる生き物に対する優しさ，もろもろの行為における (vyavahãre~u)正直さ，そ

して心地よく発せられた言葉は，善きことである。このことに疑いはない。

九srama与 Cn.亙sramaりIn亙stisramo 'nu~!h亙n句o yasminn ity asramarp. j鼠namI tasyeme sadhaka亙srama与，
sas凶早iI (亘sramaとは、そこにおいては針子より生じた疲労がないものであり、知識である。知識にとってこれら
生活期は達成手段である。すなわち生活期は聖典である)
1Op. nanapradh亙vita D.，K.: sarve prabodhit亙与
llviprasthitan Cs. viprasthitan， vividhamargaprasthitanl (viprasthitaとは.さまざまな道を進む，ということ
である)
12 sastrabhinandinal) Cn. sastrabhinandinal)， sve sve sastre abhinanditUI)l釦aI)lye与aI)lt孟nI (sastrabhinandinと
は，それぞれの聖典に満足する傾向のある人々 である)
13p' paritu位置I)lsca D.，K.: paritu号!asca 
14p.，D.: kaIilaI)l K. g池田arp. Cn. kaIilaI)l， nanasaIlk政ulamI (kaIilaとは，さまざまな疑問の集積である)
15viprasthitaI)l Cn. viprasthitaI)l， pp:hagviruddhenaprakare加 pr制 hitamI(viprasthitaとは，個々 には対立する
種類として存在している、ということである)
16p.，D.: nanむ百pagul).odde如P K. nanむ日paI)lgUl).odde知)l
17p. nayanti D.，K.: na yanti 
18p. rju pasyan D.，K.: anye (')pasyan pasの主語は前節からのものか.
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(18) 神々，祖先，そして賓客への食べ物の分与，そして被養者(bh{tyan拘l使用人)を見

捨てぬことは，善きことである。このことに疑いない。

(19) 真実の言葉は善きことである。真実を知ることは為すに難かしい。生き物の最終的

な幸福であるものを，余は真実と言うのである。

(20) 自我意識の棄却，願望の19制圧(nigr油a)，満足，単独行20 そして不動む(ku向tha)

は，善きことであると言われる。

(21) 規範にかなった (dharmeIla)ヴェーダ学習，そしてヴェーダ支学21の(学習)、そ

しでもろもろの学問の目的(?)を知らんと欲することは汽善きことであることは疑

いない。

(22) 善きことを求める者は，音声，色形，昧触感を，香りも含め，それだけのために

(keval加)過度に求めるべきではない，敵を苦しめる者よ23

(23) 夜の相閥，昼間の睡眠，安逸，中傷，酪町，過度のヨーガとヨーガの非実行24 善

きことを求める者はこれらを捨て去るべし。

(24) 他人を批判することで， (自分の)行為を引き上げることを25求めてはならない。自

分の徳性のみによって，凡夫(の状態)から (prthakjan胡離れることを求めるべし。

(25) 徳なき人々は，しかし，ますます自分を高く評価し26 もろもろの誤りによって自

分の徳性が滅すると27 他の徳ある者を非難するのである28。

(26) 彼らはしかし，何も言われないので29 自らのうぬぼれによってうぬぼれて，自分

を偉大な人よりも高い徳の持主と考えるのである。

19p. pra早ayasya D.，K.: pr町nadasya
20ekacarya Cp. ekacarya， ekakitvenavasthanaml ( i.単独行」とは、孤独に住むことである)
21 P.，K.: vedaIiganaIp D. vedantanaIp 
22 P. vidyarthan五.Ipcajり筒sa D.，K.: jnanarthan亙Ipjijnasa ここでの arthaの意味は限定できず、いくつかの

解釈か市I能である。 Ganguli:and all enquiries and p町 suitshaving for their sake the acquisition of knowledge 
Deussen: und auf die Erkenntnis abzweckende Forschung 中村 [2000]:知をめざす探求

23p' P紅af!ltapa D.，K.: kathaf!lcana 
24atiyogam ayogaIJl Ca. atiyogam I atisayena yogaちpral}ayamadirvatagulmamehadivyadhidvara yogaりvIgra-

hariipa eva I (atiyogaとは，過度なヨーガのことで、呼吸の制御などが、風・樹木・尿などの病気を通じて実行さ

れる (yoga)，というのが(合成語の)分解の形である Cp.atiyogaf!l， pral}ayamader atyantasevanarn， vi~aye 
vatyant亙saktimI (atiyogaとは，呼吸の抑制などの極端な実行、あるいは、対象への過度な執着である Cs.

atiyogaf!l， karmasv atiprasaktil) I ayogaIJl， karmakaral}ebhyo niv~tti1). /(atiyoga とは、行為に過度に執着することで

ある。 ayogaとは、行為の期Tの停止である N.atiyogam aharadin加 I(atiyogaとは、食事などの姐度の実行
である)
25p' karmotkar~aIJl D.，K.: ãtmotkar~af!l 
26p. atmasaf!lbhavino D.，K.: atmasaf!lbhavita 
27 ãtmagul}ak~a y亙 Cn.atmano gu早め， k~ayaち aisvaryam， tadubhay亙.tIgu早ak~ayãditi samaharal) I (自分のも

ろもろの属性(gul}a)、 k~aya すなわち力、その両者によって、すなわち iJì毒性とカによって」、ということである)

N. は k~ya を「カ」と解し、徳ある人々を非難する手段とみなしている。
28k~ipanti N. k~ipanti nindanti I (k~ipanti とは.非難する、という意味である)
29p. anucyaman砥capunas D.，K.: aniicyamanas tu punas Cv. gloss: anukiilataya ucyaman苅I(好意的に言

われると)
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(27) いかなる人の非難も口にせず，自分を称えることも言わずして(=MBh.ITI.198.47ab)，

徳を備えた賢者は，大きな名声(yasas)を獲得する。 (Cf.MBh.皿.198.47)30

(28) 花の清浄なよい香りは，語ることなく香り (vati)，同様に太陽は，言葉を発するこ

となく，磐りなく (vimala)天に輝く (bhati)のである。

(29) これらを始めとして，英知によって(うぬぼれを?)捨てた者たちは (parityaktani

medhaya)，この世界で光輝によって輝くのであるが，言葉を発することはない。

(30) 愚か者は，自分だけを柑噴するので，世間で輝くことはない。学聞を完成した人は

(lqtavidy功)，洞穴の中に隠されても31(世間で)輝くのである。 (Cf.MBh.ITI.198.46)

(31) 悪しき32言葉は声高に発せられでも消えてしまうが，善き言葉は静かに(発せられ

ても)世間に輝くのである。

(32) 愚かで散慢な人々の多くの実のない言葉は，その人の内部(加taratmanarp)を見せ

る。太陽が昼間姿を33見せるのと同様に。

(33) この理由から人々は種々の英知 (p均賃亘)を一心に求めるべきである。なぜならば，

余には，英知の瀦号は生き物にとって至上のことと見えるからである。

(34) 質問されなければ34誰にも語るべきではない。そして不作法に (anyayena)問う者に

対しても(語るべきではない)。賢者は，知識があっても35 愚者のごとく世間では振

る舞うぺし360 (Manu2.110， Bりtlingk[Indische Spruche] No.3594) 

(35) そして，ダルマを常とするよき人々の聞に，そして寛大にして自分の義務に満足す

る人々の聞に，住む家を見つけるべし。

(36) 四種の種姓の規定(dharma)が混乱しているようなところには，善きことをを求め

る者は決して住んではならない。

(37) この世では，行為することなく，猫専した糧に従って生活すぺし。(人は)善き人々

の聞では汚れなき善を獲得し，悪しき人々の聞では悪を得るであろう。

30この詩節 (MBh皿 .198.47)はcd勾の意味が反対である。明人を非難することもなく，自賛するすることもな

しこの世で、有徳の人が有名であるとは限りません。J (上村勝彦『原典訳マハーパーラタJ4， pp.lOO-101ちくま
学芸文庫2∞2)
31api c匂ihita1;tsvabhre Cs. apihita1;t svabhre， garte tiraslqtal).l (apihita1;t 'svabhreとは、穴の中に臆された、と
いう意味である)

32p' asann D.，K.: asad 

33p' diva rupam D.，K.: aεnirupam Cn・(readingagnirupam) y剖hasuryal). suryak且ntayogatsvasyagnir包p剖p

darsayati， evarp k手udro'pi kusabdayogätk~udram 叩tarãtm五narpd町長ayatityartha1;tI(太陽が、日長石と結びっくこ

とによって，自らの火の姿を見せるように，悪しき者 (k~udra) も、 I悪しき (ku)J という語と結びっくことによっ

て，悪すなわち内的自己を見せるのである

34nap将caり Apte は ãp~~ça の意味として Askedf，目を示し，この箇所を用例として挙げている。
35p.，D.: jnanavan api K. janann pi ca 
36p' jaclavallokam亙caret D.，K.: jacl岨vatsamupaviset 
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(38) 水の一滴，そして火の粉から(水や火との)接触を感じる。我々は善と悪の両者と

の接触を，それと同様なものと観察する37

(39) 残り物を食べる人は，食べる対象を38見ずに食べる。食べ物を食べる者は39行為の

領域(vi号aya)にいると知るべし(?)。

(40) 伝承を望みつつも40不作法に質問する者たちに対して，バラモンがダルマを説明す

るようなところ，賢者は伺tmav加)そのようなところを去るぺし。

(41) 弟子と師匠のあり方がよく整い，正しく聖典にかなっているようなところ，そのよ

うなところを誰が去るであろう。

(42) 拠り所をもたず4l 自分の尊敬を求める者たちが(atmap可abhikam碕)，常に学識あ

る人々の欠点を話すようなところ，そのようなところにいかなる賢者が住むであろう。

(43) 貧欲の人々によってほとんどダルマの堰が壊された所，そのようなところは，火の

ついた山の裾野のように42 誰が去らないことがあろう。

(44) ダルマに対する疑念なく嫉妬を減した人々が(ダルマを)実行しているようなところ

へ行き，清浄なよき人々の聞に住むべし (=MBh.XII.276.53cd)。

(45) 人々か判益のためにダルマを行うところでは，彼らと共に住むべきではない (nat加

(=manava)加 uvaset)。なぜならば彼らは悪をなす者たちであるから。

(46) 生計を立てることを願って(jivitepsava刷，人々が悪しき行為によって生活してい

る(vartante)ところからは，すぐに逃げるべし。蛇のいる家から(逃げるように)。

37この比輸の趣旨は、ほんのわずかの量の接触によって本体との槻虫がある、ということか。

38p' 'nnavi号ayal1l D. 'nuvi~ayal1l K. 'nyavi号ayal1l Cn. (reading anuvi~ayam) vi~ayal1l vi~ayam anuvartata 

itya'刊 Vl阿 orasal] / tam apasyantaq， idal1l madhuram idal1l tiktam ity anãlocay四叫 /(anuvi~y四とは，対象ごと

に存在するもので味のことである。それを見ることなくとは，これは甘い、これは苦いというようにみなすことな

しに、という意味である Cp.anuvi号ayal1lprativi~ayam - asya vi~ayasy亘yal1l rasa与 vi~ayasyãyal1lrasal]， iti 

vyaktibhedam an亙10回 y剖lIaち/(anuvi~ayam とはものごとにという意味である。このものにはこの昧このものには

この味というように個々の相違を見ることなしという意味である)

39p. bhu白J亙nal1lcannavi守ayan D. bhunjanal1l cãtmavi~ayãn K. bhu可亙nascanyavi号ayan Ca. annavi号ayal1l

rasady apasyann anadarad analocayan yo bhu司anaりsavighasasi[7釘1na iva sre~!ha与/ arthavi~ayãl1lS tu nirilpya 

bhunj五novi手ayaniva karmal)亙vagadinapnotiti viddhi / (annavi戸ya(食の対象食べ物)とは.味などである。それ

を見ることなく，とは、無関心の故に観察することはなく，という意味であり，そのようにする者は.残り物を食べ

る人のごとくに、すぐれているという意味である。個々のもの (artha-vi号aya)を見てものを食べる者は，あたかも行

為によって言葉などの対象を得るがごとく(対象を得る)と知るべし)

40yatragamayam亘凶nam Cn.主gamal1lprama明jal1ljnanamatmana icchatam， agamayaman亘nam/kyajantasya 
rilpam / (agamaすなわち基準より生じたアートマン峨日識を願う者たちが亙gamay制加亙であり、彼らに対してという

意味である。願望をあらわす名詞接尾辞 (kyac-ya)を終わりにもつ形である Cp.agamayamananal，ll. subahyam 

eva pramal)ikurvat亘m/ 外部を (7subahyam)基準とする者たちに対して) Cs.亙gamayamananal，ll. avagamal1l 

k町 vat亘m，jnatum icchatam /近接する者たち、知らんと欲する者たちに対して)

41a副知tha Ca. akasasthaq devataq / (akasastha虚空に住する者とは，神々である) Cn. 亙kasasth地

niralambanaq / (akasasthaとは，拠り所がない者たちである)

42 P. pradiptam iva鈎ilant釘P. D. pradiptam iva c副I亙nt~ K. pradiptam iva celãnt~ 
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(47) ある行為によって，病床につき43後悔する44ょうであれば，自分の繁栄(bhava)を

望む者は，最初からその行為をしてはならない。 (Cf.MBh.V.39.27)45

(48) 王と王の側近の家臣とが46，(客として来た?)親族たちよりも47先に食べるような国

を賢者は (atmav如)捨てるべし。

(49) しかし，常にダルマに専心し"祭式とヴェーダの教授を行っているバラモンたち

が，最初に食事するような国には居住すぺし。

(50) スヴァーハー，スヴァダー，ヴァシャットという発声が正しく行われ，絶えず存在

している所には，ためらくことなく住むべし。

(51) 生活に困窮した清棒ならぬバラモンを見るような国は捨てるべし。近くに投げ捨て

られた肉を捨てるように48

(52) 人々が求められなくとも喜んで与えるような所に，健全な心をもっ者 (sva'ithacitta)

は住むべし。なすべき事をなした賢者49が住むがごとく。

(53) 無作法の者には罰，完成した自己をもっ者には尊敬があるようなところに行き，そ

して徳あるよき人々の聞に住むべし。 (C岱佃h.xII.276.44cd)

(54) 愚かな人 (?)50，制御できない人，行い悪しき人，善からぬ人へ抑制なき人，責欲

な人には，極めて大きな罰が保持されており，

(55) 王がダルマを常とし，国を尊重し52 欲望をすて，欲望を制するようなところに，

(人は)ためらうことなく住むべし。

43kha(varp samariiQhaJ) Ca. kha(varp samariic;lhaJ)， jaras亙vikalaり1(kha(varp samariiQhaとは，老齢によって

弱くなった，という意味である Cn.tivrad時khagrastaJ)1 ((kha(vaIp samariic;lhaとは)激しい苦痛に苛まれた，

という意味である) Cp. pramattaり1(酔った，という意味である) Cs. nidritaり1(眠った，という意味である)

Cv. (reading khangaIp for kha(varp) yena puru平e早aadital] khangaIp， khangavasthitaIp v血ramsam訂百c;lhaIp， manasi 

nihitam 1 karmaI;l亙anusayi，anukUlaり1tadId向Ipguc;lhakapa(aIp na kartavyam 1 (ある人によって最初に万，すなわ

ち万のように存在するカが得られた，すなわち心に貯えられた。行為に従う，とは，倒頗なことである(?)。そのよ

うな(万のような心で従順に振舞うという?)隠された偽り (kapa(a)は為すべきではない)

44anusayi Ca. pak亙tt亙panvital]1 (後で苦しみを伴う)

45yena kha(vaIp sam亘而Qha年paritapyetakarma号証/

亙d互veva na tat kuryad adhruve jlivite sati 11 MBh.V.39.27 

(後で寝台に昇って苦しむような行為はなすべきではない。人生は不確実であるから。(上村勝彦 R原典訳マハ-

J'iーラタJ5， p.148)) 

46puru尚 pratyanantar苅 Ca. pratyanantarめ， sad尚 1(王によく似た人々) Cv. pratigJ;haIp antararp， 

antarg~ham iti sank亙凶stiye戸中te pratyanantar功1(praty-an-antaraとは，家ごとの内部，家の中という疑問を

もたない者たちのことでる)

47ku(umbin亙m Ganguli: before feeding their relatives (when the latter came as guests) 

48upas明amivami号am Ca. upas将¥am，c~c;lãl孟disparsaduu~itam1 (upasd~~(a とは，チャンダーラなどとの接触

によって汚れた，という意味である N.upas開arpsaVl号am/(upas開aとは，毒を含むという意味である) Ganguli 

like poisoned meat Deussen: wie einen nahen， vorgehaltenen K凸der

49~ak手yaivatmavan N. atmavanjitacittaりI(互tmavanとは，心を制御した者である)
50upas限切u Ca. upas将(e手uupah瓜abuddhi~u1 (upas~~(a とは、知性の損なわれた人々のことである)
51 P. upas~~\e~v adãnte~u durãc亙re~as五dhu~u D.，K.: upasme~u dãnte号ud町亙cãre~sadhu斜
52p' r実jyaIpvai paryup亘sit亙 D.，K.: r匂y田p-dh訂百leI;lapalayet 
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(56) なぜならそのような性格をもっ諸々の王は，国の住人 (yi~aya-yãsin) すべてを，普

きことが去ったとしてもベすぐに善きことに結びつけるからである。

(57) 汝の問いに対し，私は，善きことをこのように示した。なぜならば自分の普きこと

を，主なものとして (pradhanena)考えることはできないからである (η"。

(58) このように，苦行によって心を集中して振る舞いを為す者には，この世で，多くの

善きことが顕われるであろう。

[277章](D.288章， C.l0612-10658， K.294章)

ユディシュティラは言った。

(1) 一体どうして我々のような王は，解脱して地とを行くべきなのか。またどのような

徳をもてば，永遠に執着の綱から解放されるのか。

ピーシュマは言った。

(2) 私は，ここで汝に，古語を語るであろう55。質問するサガラ王に対してアリシユタ

ネーミ仙によって56語られた話を。

サガラ王は言った。

(3) バラモンよ，人は，いかなる最高の普を為した後，この世で安楽を得るのか。どう

すれば人は，悲しむこともなく，動揺することもないのか。それを私は知りたい。

ピーシュマは言った。

(4) このように言われて，あらゆる聖典に通暁した57アリシュタネーミ仙は，至上の幸

福を知っていたので汽次のような真実の言葉を語った。

53 sreyasi prat卯 pasthite N. pratyupasthite pratipatvenopastithite hiyamane satity arthal). / Apteは. この語の

意味として.三番目に‘goneagainst， standing opposite to'を挙げ，この箇所を例として引いている。

54 na hi sakyal)1 pradh亙nenasreyaQ sal)1khy亘tumatmanaり pradhanenaと亙回四めの関係について，ここでは，

「自分の善が特にすぐれているのではなく，世の中には種々の善があるJと理解した.しかし， atmanが「自分の」

ではなく「霊魂のJの意味であれば rアートマンにとっての善すべてを挙げるのは不可能であるからJ，あるいは.
「アートマンの善を概括的に述べるのは不可能であるからJ(Deus田n)とも理解することができる。

55p' vartayi~y亙mi itihasaI)1 (sandhi i町egular) D.，K.: vartayi~ye 'ham itihasal)1 D.，K.は Rのような不規則な

sandhiを回避している.

56 ari~!aneminã Ca. tarkliyanamno muner apatyal)1， sa evãri~\anemis t亙rk~yめ/(タールクシユヤという名の尊者

の息子がアリシュタネーミ・タールクシュヤである) Cs. tãrk~ya iti kasyapasya nam亙ntaram/ (アリシュタネー

ミはタールクシュヤといい、カーシュヤパ仙の別名である) Cv.叩仰nemirgarugめ-ari~!anemil)1 prthan高jam

抑制V回 tayetむk~yamiha huverna (RY. 1O.178.1cd) iti s川崎/(アリシュタネーミとは，ガルーダ鳥である r完
全なる車もうを有し (ari手¥a-nemi)，戦闘に駆らるる駿足・タールクシアを.われら願わくは，安寧のためにここに

呼ばんことをJ(RV.I0.178.lcd辻直四郎訳『リグ・ヴェーダ讃耐宕波文庫p.215)と天啓聖典に説かれているから

57p' sarvaSastravis孟radaQ D.，K.: sarvas孟s回vid亘mvarah

58vibudhya sal)1padal)1 cagryal)1 Ca. agry亘可l，mok弱vasthalabhyam/(agryaとは，解脱の状態を獲得可能な.と

いう意味である Cs.mok~ajanyasukham / ((agryaとは)解脱によって生ずべき安楽である)
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(5) 解脱の安楽がこの世での安楽である。息子と家畜に執着し，お金と穀物を蓄えた世

聞の人は59 これに至ることはない60

(6) 心は執着し，寂静ならざる自我をもっ者は，治癒を願うことはできない。愛着の縄

に繋がれた愚か者は，解脱にはふさわしくない。

(7) 愛着より生じたこの世での束縛の縄を語るであろう。それを私から (mama)聞くべ

し。(それらは聞く)耳をそなえた頭によってベ賢者によって断つことができるべ

(8) 適当な時に (k剖ena)息子をもうけベ若いときに妻をとらしめ64生計を得るもろも

ろの能力を知ったならば， (彼らから)解放され，心のままに (yathasukham)遊行す

Jてし。

(9) 息子をもち息子を可愛がる愛する妻が年老いたのを知ったならば，汝は，最高の目

的を65考慮して，時を選んで(k剖ena)妻を捨てるべし。

(10) 汝は，感官によって感官の対象を適切に (yathavidhi)享受した後で，子どもがいて

も，いなくとも，解脱して，心のままに遊行すぺし。

(11) 彼ら(家族?)に対する関心が尽きたならばベ解放されて，心のままに遊行すぺ

し。たまたま得た獲得物に対して67無関心であるべし (samobhava)。

59p' loko D.，K.: mii4ho 

曲この詩節から、解脱 mok号aに関する種々の描写が続く。 Hopkinsは，ヨーガ行者の目的を論じ、その一つ

に解脱を挙げているが，解脱の描写に関して、この章に言及し，この牽の解脱の特徴を次のように指摘している。

(Hopkins[Great Epic] p.107， fn.2) 

τbe chapter xii， 289(=P.277)， shows that mok号amay be simply isolation or independence and does not necessarily 

connote absorption. 

ヨーガの発展した段階では，ヨーガの目標は，超能力の獲得から解脱へと移行するが，解脱の前提となるのは、精

神集中や膜想である。この章の特徴は，精神集中などへの言及なく.世間的価値から自由になることが解脱である，

と主張している点にある。それは解脱を求めるのカえ王や家長期にあるバラモンであるため， 日常的行為を離れるこ

となく、日常的行為そのものを捉え直すところに解脱を想定したためであろう。

61sakar早akenasirasa Ca.，Cp・:sakarl).akena. avadhanapii刊誌atpsus而宇U頃 sirasaI(sak訂q汰aとは，注意して

周かんと欲する頭によって，という意味である Cn.s亙vadhanejivat亙I(( sakarl).akaとは)注意深く生活するもの

によって，という意味である Cs.apadesasraval).aYU】ctasrotrasahitenasiras亙I(教えを聞くことのできる耳を伴っ

た頭によって)

62p'，K.: saky五五chetturp. D. saky功sroturp.
63 sarp.bhavya Ca. sarp.bh亙vya，arthavidyaadinaa yojayitvaa I (sarp.bh亙vyaとは.実利の学問などを身につけさせ
て，という意味である)

副 nivesya Ca.，Cp.: viv五hyal(結婚させて) Cn. d亙rail，lsarp.yojya I (妻と結びつけて)
65par五rtham Cn. p紅亙rtharp.，antimatp pu叫五rthatp，mok号am/(最高の目的とは，最終的な人の目的であり，解

説である)

661qtakautuhalas Ca. 1qtakautuhalal，l， bhuktabhogal:) I (1qtakautuhalaとは，享楽を享受したならはという意味

である) Cn. cchinnotsukyal:) I kr hirp.s孟yarp.bhvadis tasya ni~thãyãrp.1qtam iti而pamI ((1qtakautuhalaりとは)願望
を断ち切った，という意味である)) Cs. 1qtakaut百ha1幼，a1crtanve界平均Iyatha bhokte~u kutuhalabhaval，l karturp. 

sakyal，l. nabhukte号utatha I tasmad bhukte~u bhuktva kutuhalarp. munca I (1qtakautuhalaとは，追求が終わってい

ない，という意味である。すでに享受したものに対しては関心がないことは為すことができるようには.未だ享受し

ていないものにおいてはできない。従って、享楽の対象を享受した後に，関心を放郷すぺし)

67p.: upapattyopa1 abdhe平llãbhe~u D.，K.: upapattyopa1abhdhe~u loke~u Cs. upapattyopa1abhde~u， yad{ccha-
y亘prapte干uI (upapattyopa1abdhe~u とは，偶然に獲得したものに対して，という意味である)
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(12) 余はまずはこのように簡潔に汝に対して解脱の意昧を68説いた。さらに詳細に説く

であろう。それを聞くべし。

(13) 解脱しベこの世での恐れを離れた人々は，安楽をもって遊行する。執着した心を

もつ人々は70滅する。この点について疑いはない。

(14) 虫や蟻のように食事を蓄積する人々も7l (滅する)。この世に執着しない人々は安

楽をもち，執着する人々は滅するのである。

(15) 親族に対して rこの者たちは，私と離れてどのようにやっていくのであろうか」と

いった汝の配慮は，解脱の意識からは (mok~abuddhinã)，為されるべきではない。

(16) 人は，自ら生れ，自ら成長し，自ら楽苦に至り，そして死にも自ら至るのである。

(17) (人は)食事から衣服まで，そして両親が得た物 (saqtgr油a保護?)も，自ら為した

ことによって得るのである。世間には以前為されなかったものは存在しない。

(18) すべての生き物は，創造者によって食べ物を定められ，自分の(前世の)行為によっ

て護られて，この世で地上を走り回るのである。

(19) 自ら土くれ(のごとき者)となり72 常に他人に依存する，確固とした自己をもた

ない者にとって73 自分の親族を養うための74 あるいは護るためのいかなる手立て

(hetu)があろうか。

(20) 死を回避するための)大きな努力がなされても，汝が見ているところで75死神が親

族を殺すとき，そこで自ら悟るぺし。

(21) この者(親族)が生きていても，扶養や保護が完了しない場合には，汝は後に残して

死ぬことになろう。

(22) 汝が死んで，親族が76安楽であるか，苦しんでいるか全くわからない時77 まさに

(n加 u)自分で悟るぺし。

68mok与量rtho 解脱という目的を」か。 N.mok号制homok写apray司janaJ:t1(m位向由aとは，解脱の目的であ

る)

ωmukt亙(ち) N. mukt亙chinnasnehap asめ/(m旧ktaとは，愛着の綱を断ち切った者である)
加 saktabh亙va N. saktabhaval) vi~ayãsaktacittãl) /(saktabhavaとは.対象に執着しない心をもった者を意味する)
7lP.，D.泊五ra岨.rpcayascaiva tath亙kitapip百ik五h K.油亙rasarpcayesakta yath亙kitapip司ikaり

72rnrtpil).qabhutasya Cs. rnrtpi刊abhutasya，rnrtpil).q四atsvayam akirpcitkarasya / (rnrtpi判abhutaとは，土く

れのごとく、自分では価値あることを何もしない者.という意味である)

73 adJ;qhatmana与 Cs. a生qhatmanal)，asthirasanrasya / (ad~qhãtman とは，安定した身体をもたない者，という

意味である)

74p.，D.: po与turp K. dv右手tUl)1

75p.，D.: tava pasyataりK.bhuvi pasyata¥;l 

76p. yad五rnrtasca sv司ja田1)1 D.，K.: yad五lJl!1rPca svajanarp D.，K.では死んだ親族が安楽であるか，苦し

んでいるかわからない時」となるが.この方がわかりやすい。

77P.，K.: najnasyasi k瓜harpcana D. na jnasy田 ikadacana 
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(23) 汝が死んでいるにせよ，生きているにせよ，親族は(jana)将来自分の行ったことを

事受するのであれば， (汝は)まさにそのことを (evam)認識して，自分にとっての善

きこと (hita)をなすべきである。

(24) このように知って rこの世では，誰も誰のものでもない (k功kasya)J と確信して，

心を (manas)解脱へと向かわせるべし。そして，さらに聞くべし。

(25) この世で，ある者の (dehinal))，飢えと渇きなどの状態が抑制されているならば"

そして怒り，寅欲，迷盲(が抑制されているならば)，その者は，真実をもち (?)78，ま

さしく解脱した者である。

(26) 賭事・餅酉・女・狩に，迷盲の故に耽ることがなければ，その者は常に解脱した者

である。

(27) r一体，毎日毎日，そして，毎夜毎夜，いつもいつも79 食べねばならぬのか」と

苦しむ者は， (人の)欠陥を知る人(dosabuddhiり)と言われる。

(28) 自分の心は80 女から解放されている81と，何度も見る常に注意深い82者は，まさ

しく解脱した者である。

(29) 生き物の，誕生と死滅，そして活動を正しく (tattvato)知る者は，まさしくこの世

において解脱した者である。

(30) 干の，そして一億の荷車において汽生きるために (yatrartharp)，(わずか)1プラ

スタ(の殺防)を見る者，宮殿を84(寝るだけの)寝台と見る者，その者は解脱している。

(31) この世界を，死に襲われ，病気に苦しめられ，貧窮によってやつれさせられるもの

と見る者は，解脱している。

78 sattvav an N. sattvav亙nsattv亙dhika4/ (sattvavatとは，真実の増大した，という意味である) Ganguli: That 
manof白nnSoul Deussen: besitzt das Sattvam 

79p' sada sada D.，K.: pum亙nsad亙

80 atmabhaval!l N. atmabhaval!l cittasya svabh亘val!l/ (亙tmabhavaとは，心の本性を意味している)

81 P.，D.: strI~u muktam eva K. strI~u saktam eva N. muktal!l stryabhi1ã~ãd vy亙vrttal!l/ saktam iti paJhe saktal!l 

sa明白tal!lbhave ni干!haatmano bhavanal!l bhavo janma strIsal!lgaJ!l janmahetutvena ya4 pasyatIty副 h油 /(m昨ta
とは.女に対する愛情を離れている.という意味である。 s松岡と読む場合には.saktaとは合ーである。それ(合

一)を存在における基盤，存在とはアートマンの発生すなわち誕生であり.したがって，女との合ーを誕生の原因

と見る者は，という意味である)

82sada yukto N. yuktめ sãvadhãna~/ (yuktaとは，注意を伴っている.という意味である)
83V亘hasahasre号uy亙trarthaJ!lcaiva koti手u Cn. vãha~. dh亙nyapurl)llsakata与/prasthal!l. pぼ U号五h五raparimitaIp.

dhanyam/(荷車とは，穀物を満載した荷車。プラスタとは.一人の人の食料に限定された穀物のことである) Cv. 

V亙hasahasre号upre~y阻勾句usatsu patitata!!guladin亙svasyaprasthal!l ya4 pasyet / (千台の荷車が行くときに.落ち
た穀粒などによって自分にとってはそれを 1プラスタと見るような者、その者は Cs.asvãdiy五nakoti~u svasya 

y亙佐柚丘中 gamanam五回prayojanamekay五nal!lca Yめpasyati/ (馬など干の乗物があるところで， 自分が行くため
に，すなわち.行くことのみを目的として，一台の乗物を見るような者、その者は Cv.(vastr孟rthaJ!linstead of 

y五位亙rthaJ!l)koti~u jlr早apat剥日付e別 V出佐亙rthaJ!lvastraprayojanal!l y幼pasyet/ (一億の古い布切れがあるところで，
ただ衣のために.すなわち衣を目的として，見るような者は)

84pras亙de Ca.向.tahastacaturasreprasade caturhastamatram eva mamopayogi / (四方が十万腕尺の宮殿におい

て、四腕尺のみが私の入り用)
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(32) (世界をそのように)見る者は，安楽をもち満足する85。(そのように)見ない者は汽

破滅する (vih加 .yate)。そしてまた，この世でわずかのもので満足する者は，解脱して

いる。

(33) この世の一切はアグニとソーマであると見る者87 そして不可思議なものごとによっ

て心動かされぬ88者，その者は解脱している。

(34) ある人にとって，寝台 (pary拍kasayya)と地面が等しいものであり，そして米と悪

しき食べ物とが89等しいものであるようならば，その者はまさしく解脱している。

(35) ある人にとって，麻の衣とクシャ草の衣，絹の衣と木の皮の衣，そして羊毛の衣と

獣皮の衣が等しいならば，その者はまさしく解脱している。

(36) この世界をすべて五元素から出来ていると観察する人汽そしてそのように観察し

てこの世界で行動する者は，まさしく解脱している。

(37) ある人にとって，楽と苦，獲得と損失，勝利と財じ願望と嫌悪，恐怖と安穏(?udvega)

とが91等しいならば，その者は完全に解脱している。

(38) この身体を血と尿と糞という悪しき物の92集積であり，多くの悪しき物からなると

見るならば(<4-~~vã). その者は解脱している。

(39) (この身体を)老齢によって，敏と白髪が生じ，やせ細り色変わり，腰が曲がるもの

と見る者は解脱している。

85yal;t pasyati sukhI tu~to D.，K.: yal;t pasyati sa saf!1tu~to D.，K.は yal;tpasyatiのyal;tに対応する saを明示し
ている。

86napasYaJ11S ca Cn. napasyan ity ekaf!1 padam I (napasyanは一語である)

87 a勾gn凶1江T宇~om互討v idaf!1 sa紅rv刊am Ca. y3!配ccha紅rII古ra“dh】互むra~￥頃d温idikã訂ra即E剖~阿E
pu碍号ty証記.dih恥let旬utv亙翫tI(体の維持などの原因は.アグニとソ一マである。 P卯us卯1ド1などの原因であるから) C口n.a勾gni註r 

ja互lφh柾obh加1拍okt五，somo'nnam bh句yam/(アグニは腹の中にいる享受者である.ソーマは食べ物であり被享受者である)

Cs. agnisabdo jIv抑制al}， nanavidha yonIr g3!CchatIti lqtva I somasabdaりpr制 ivacanal}， sarvaf!1 suyate iti lqtva I 

tatha canugitasu-yatra tad brahma nirdvandv町 yatrasoma司副匂lInaI vyav亙ya1pkurute nitYaJ11 dhIro bhutva 

ni[bhutani)dharayanl (MBh(D.).14.20.l0) iti I y瓜retihrdayaf!1 p紅加がy蹴 Iidaf!1 sarv田11pr証明孟tamagm~om亘viti 

yal;t pasy瓜i，pralqtipuru~amayyむpyal;t pasyati I (多数の母胎に赴くと考えて，アグニという語は個我のことである。

一切が生じると考えて，ソーマという語は根本原質のことである。同様にかのプラフマンが対立物をもたない所，

ソーマがアグニと共にいる所，賢者は， (プラフマン)となって(?)生き物を保持しつつ，常にそこに入るのである」

とアヌギーターに言われている。この I所j(yatra)とは、心臓のことを言っている。この世の一切は気息ある者よ

り生じたアグ二とソーマである，と見る者とは，根本原質とコカレシャからなると考える者とは，ということである)

88 na ca Saf!1Sprsyte bhavair adbhutair Ca. adbhutair bhavail) sukhaduQkh五dibhirutkar弱pakar斜lak~a~aiQI (adb-

hutaとは，快と苦によって増大減少するという特徴をもっ Cs.ascaryarupapadarthadar鈎neyo na vikriyate I (不

思議な形や物を見ても動じない者は，という意味である)

89p.，D.: salaya品cak3!dannaf!1 ca K. salyannaJ11 ca kadannaf!1 ca 

90anupasyati Cp. sarvasya bhautikatvavise¥iid u広時五pakar号aukutastyav iti ya与pa品yatiI (一切は元素所成とい
う点で差異なき故.(資産の?)増加と減少はどうして生じることがあろうか，と観察する人は，という意味である)

91 bhaya-udveg3!U Ganguli: who is unchanged under fear and anxiety Deussen: Furcht und [freudige) Erre-

gung bhayaとudvegaは対立誠念として捉えられるのか。

92do両~亙f!1 CS. do戸~ãf!1， vãtapittasle~ma~ãml (do~a. ヴア一久ピツ久シュレーシュマンの三要素のこと
である)
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(40) 時が経つと，男の能力は損なわれ，視力はなくなり，そして耳は聞こえず，呼吸は

弱くなると見る者は，解脱している。

(41) 聖仙，神々，そしてアスラもまた，この世界から他の世界に去ったと見る者は，解

脱している。

(42) 様々の威厳をそなえた地上の主たちは，何千人となく，大地を捨てた後に93去った

と知るならば，その者は解脱している。

(43) この世では，富は得るに難く，苦は得るに易く，家族の維持には(kucumbharthe)苦

がある，と見る者は，解脱している。

(44) 子孫の不低そして徳なき人を，この世で何度となく見るならば(pasy加)，誰が解

脱を貴ばないことがあろうか。

(45) 聖典によって，そして世間の経験によって(lokat)倍り，人間に関することすべて

を実体なきもののごとく (asaramIva)見る者は，まさしく完全に解脱している。

(46) このように私の言葉を聞いた後，汝の意識が揺るがないならば，家長期であって

もへもしくは解脱期であっても，汝は解脱した者のごとく振る舞うぺし。

(47) 彼の王は，彼の(アリシュタネーミ仙の)言葉を正しく聞いて，解脱より生じたも

ろもろの徳をそなえ，家臣を守ったということである。

93ty出 V亘iti sandhi町egular(d句の始まりの語 (iti)に対して sandhi規則を適用していない)

倒P.，D.:g亙rhasthye K. g五rhasthy亙d


